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「
初
等
中
等
教
育
段
階
に

お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｖ

ｅ
ｒ
２
・
０
（
案
）
」
が
ま

と
ま
っ
た
。
最
終
的
な
整
理

が
な
さ
れ
、
間
も
な
く
公
開

さ
れ
る
。
学
校
現
場
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
適
切
な
利
活

用
を
実
現
す
る
、
と
い
う
基

本
姿
勢
の
下
、
生
成
Ａ
Ｉ
と

は
何
か
、
学
習
や
校
務
で
利

活
用
す
べ
き
理
由
、
そ
れ
に

向
け
た
留
意
点
が
示
さ
れ
て

い
る
。
活
用
事
例
と
し
て
は

校
務
・
学
習
別
に
記
載
。
前

書
き
に
は
「
現
時
点
の
知
見

を
可
能
な
限
り
具
体
的
に
示

し
た
」
と
あ
る
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に

あ
た
り
検
討
を
進
め
て
き
た

初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
関

す
る
検
討
会
議
の
最
終
会
議

（
１２
月
２０
日
）
で
委
員
は
、

「
読
み
や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
で
き
た
」
「
生
成
Ａ
Ｉ

を
知
る
た
め
の
よ
い
イ
ン
ト

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

る
」
「
世
界
に
も
誇
れ
る
内

容
に
な
っ
た
」
「
影
響
の
み

を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
技

術
の
本
質
を
議
論
す
る
こ
と

が
前
提
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
で
き

た
」
と
評
価
す
る
一
方
で

「
学
校
現
場
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
読
む
時
間
が
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
の

声
も
あ
っ
た
。
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
資
料
編
を
除
く
本
編

の
み
で
は
全
２２
ペ
ー
ジ
。
表

現
も
比
較
的
平
易
で
、
読
み

や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
や
文
科
省

事
業
で
あ
る
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ

ロ
ッ
ト
校
な
ど
既
に
実
践
に

着
手
し
て
い
る
学
校
の
み
を

対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
学
校
で
の
取
り

扱
い
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い

の
か
判
断
し
か
ね
る
と
い
っ

た
層
の
疑
問
に
答
え
る
内
容

だ
。
「
す
べ
て
読
ま
な
け
れ

ば
構
造
的
な
理
解
は
難
し

い
。
読
ん
で
か
ら
、
ま
ず
は

体
験
し
て
ほ
し
い
。
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
実
践
の
た
め
に
は
体

験
が
必
要
」
と
意
見
を
述
べ

た
委
員
も
い
る
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

「
生
成
Ａ
Ｉ
と
人
間
と
の
関

係
を
対
立
的
に
捉
え
た
り
、

必
要
以
上
に
不
安
に
思
っ
た

り
す
る
の
で
は
な
く
、
生
成

Ａ
Ｉ
は
使
い
方
に
よ
っ
て
人

間
の
能
力
を
補
助
、
拡
張

し
、
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ

る
有
用
な
道
具
に
も
な
り
得

る
も
の
と
捉
え
る
べ
き
」
と

し
た
う
え
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
出

力
を
「
最
適
解
と
は
限
ら
な

い
」
こ
と
、
そ
の
た
め
あ
く

ま
で
も
「
参
考
の
１
つ
」
と

し
て
い
る
。

情
報
活
用
能
力
の
育
成
強

化
の
観
点
に
つ
い
て
も
記

述
。
「
生
成
Ａ
Ｉ
が
社
会
の

な
か
で
果
た
す
役
割
や
影

響
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
法

・
制
度
や
マ
ナ
ー
等
に
つ
い

て
科
学
的
な
理
解
に
裏
打
ち

さ
れ
た
形
で
理
解
」
す
る
こ

と
、
「
多
く
の
社
会
人
が
生

産
性
の
向
上
に
活
用
し
て
い

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
の
理

解
や
、
ど
の
よ
う
に
学
び
に

生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
視

点
、
近
い
将
来
使
い
こ
な
す

た
め
の
力
を
各
教
科
等
の
な

か
に
お
い
て
も
意
識
的
に
育

て
て
い
く
姿
勢
は
重
要
」
と

し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
に
対
し
て
は

「
生
成
Ａ
Ｉ
の
実
践
を
積
み

重
ね
て
い
る
か
ど
う
か
は
学

校
や
教
職
員
に
よ
っ
て
大
き

な
差
が
あ
る
た
め
（
中
略
）

一
律
に
禁
止
し
た
り
、
義
務

付
け
た
り
す
る
よ
う
な
硬
直

的
な
運
用
は
望
ま
し
く
な

い
」
と
記
載
。
ま
た
、
既
に

生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会

も
想
定
し
「
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
条
件
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
無
償

や
安
価
な
価
格
で
利
用
可
能

と
は
限
ら
な
い
。
（
中
略
）

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
事
業
変

更
リ
ス
ク
等
を
十
分
に
勘
案

し
て
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
す
る
こ
と
」
と
、
注

意
点
も
記
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
い
う
ボ
ー
ル
を
学
校

現
場
が
ど
う
受
け
止
め
実
践

が
進
む
の
か
が
今
後
、
注
目

さ
れ
る
。
な
お
２
０
２
４
年

度
補
正
予
算
に
お
い
て
文
部

科
学
省
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
の

先
端
技
術
の
活
用
に
関
す
る

実
証
を
行
う
。

低学年では書く活動も重視している複線型授業では教室や図書室など自分の学び
たい場所で学ぶ

文部科学省・省庁 ２・３面

教育関連団体 ４－７面

４７都道府県教育長 ８－１２面

事実、疑問、発見などを色分けして書き込んでいる児童につけたい力を廊下に掲示

２
０
２
４
年
度
文
部
科
学

省
関
係
補
正
予
算
が
決
定
し

た
。
補
正
予
算
は
募
集
か
ら

締
め
切
り
ま
で
短
期
間
の
た

め
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
初
等
中
等
教
育
に
関
わ

る
主
な
も
の
は
次
。
２
０
２

５
年
度
予
算
の
一
部
前
倒
し

と
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

■
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
お
け
る
１
人
１
台
端
末
更

新
２
３
４
億
円
＝
公
立
学
校

に
お
い
て
は
都
道
府
県
に
設

置
し
た
基
金
（
５
年
間
）
に

よ
り
、
５
年
間
同
等
の
条
件

で
支
援
を
継
続
。
補
助
率
３

分
の
２
。
補
助
基
準
額
５
・

５
万
円
。
予
備
機
１５
％
以

内
。
入
出
力
支
援
装
置
も
補

助
対
象
。
国
立
・
日
本
人
学

校
等
に
お
い
て
も
同
様
に
整

備
。
補
助
率
は
国
立
１０
分
の

１０
。
日
本
人
学
校
等
３
分
の

２
。
な
お
私
立
学
校
分
は
２

０
２
５
年
度
予
算
に
お
い
て

計
上
。

■
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

支
援
体
制
の
整
備
６０
億
円
＝

学
校
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

速
度
の
改
善
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

（
１
０
０
万
円
／
校
）、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
改
善
に
関
す
る
初

期
費
用（
２
４
０
万
円
））
、

次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
環
境
の
都

道
府
県
域
で
の
共
同
調
達
を

前
提
と
し
た
整
備
支
援
（
６

８
０
万
円
／
校
）
及
び
準
備

支
援
（
５
千
万
円
／
都
道
府

県
）
。
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
改

訂
支
援
や
専
門
家
に
よ
る
支

援
、
技
術
的
な
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
要
す
る
経
費
を
支
援

（
２０
万
円
／
校
）
。

■
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク

ー
ル
事
業
２
億
円
＝
全
国
で

１
０
０
か
所
程
度
の
指
定
校

を
設
置
。
専
門
家
に
よ
る
伴

走
支
援
。
１
か
所
約
１
０
０

万
円
を
支
援
。

■
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
教

育
課
題
の
解
決
・
実
証
６
億

円
＝
子
供
の
学
び
の
充
実
や

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
げ
る
た
め
、
①
教
育
分
野

に
特
化
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
実

証
（
３
・
８
億
円
）
、
②
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
伴
う
リ
ス

ク
へ
の
対
応
（
２
・
１
億

円
）
（
例
：
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
遵
守
、
セ
キ
ュ
ア
な
環
境

下
で
の
活
用
）
を
考
慮
し
た

先
進
的
な
取
組
等
を
多
面
的

に
進
め
る
。

■
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
英
語
教

育
の
強
化
６
億
円
＝
Ａ
Ｉ
を

英
語
の
授
業
等
で
活
用
す
る

モ
デ
ル
校
を
約
３
０
０
校
指

定
。
Ａ
Ｉ
英
語
活
用
リ
ー
ダ

ー
約
１
２
０
０
人
に
よ
り
実

践
を
普
及
。
都
道
府
県
・
市

区
町
村
教
育
委
員
会
・
民
間

企
業
等
２７
か
所
程
度
・
１
５

０
０
万
円
程
度
を
予
定
。

■
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
７４
億

円
＝
継
続
校
９
７
０
校
（
５

０
０
万
円
。
重
点
類
型
の
場

合
７
０
０
万
円
）
、
新
規
採

択
校
２
０
０
校
（
１
千
万

円
。
重
点
類
型
の
場
合
１
千

２
０
０
万
円
）
、
都
道
府
県

に
よ
る
域
内
横
断
的
な
取
組

と
し
て
４７
都
道
府
県
を
補
助

（
１
千
万
円
）
。

■
高
等
専
修
学
校
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
２
億
円
＝
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
理
系
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実
施

す
る
学
校
に
対
し
、
必
要
な

環
境
整
備
の
経
費
を
支
援
。

２０
校
程
度
（
１
千
万
円
／

校
）
。

■
不
登
校
・
い
じ
め
対
策
等

の
推
進
４
億
円
＝
不
登
校
の

未
然
防
止
・
早
期
対
応
に
向

け
、
相
談
支
援
体
制
の
構
築

支
援
等
を
実
施
。
警
察
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
等
の
専
門
家
チ
ー
ム

を
教
育
委
員
会
に
設
置
し
、

い
じ
め
の
個
別
事
案
や
再
発

防
止
へ
の
対
応
等
を
行
う
。

■
教
師
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
６２
億
円
＝
学
校
だ
け
で
は

対
応
が
困
難
な
事
案
解
決
の

た
め
の
支
援
体
制
の
構
築
や

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
強
化
。
次
世
代
校
務
Ｄ

Ｘ
環
境
の
整
備
等
を
通
じ

て
、
教
師
を
取
り
巻
く
環
境

整
備
を
推
進
。

■
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
２９

億
円
＝
休
日
の
部
活
動
の
段

階
的
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ

の
移
行
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
環
境
の
一
体
的
な

整
備
に
向
け
、
新
た
に
実
証

事
業
に
取
り
組
む
市
区
町
村

等
を
支
援
。
先
導
的
に
取
り

組
む
都
道
府
県
を
重
点
地
域

と
し
て
指
定
し
、
域
内
の
政

策
課
題
へ
の
対
応
等
を
早
急

に
推
進
。

校務ＤＸでクラウド化 １３面

教育委員会ニュース １４面

データ活用で学級風土づくり １５面

消費者教育 １６面

学校施設 １７面

新春鼎談 次世代の校務ＤＸ １８面

中
教
審
初
等
中
等
教
育
分

科
会
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
特

別
委
員
会
は
２
０
２
４
年
１１

月
、
「
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤

に
係
る
現
状
と
課
題
の
整

理
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
通
じ
て
学
校
に
ど
の

よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤

が
整
理
さ
れ
て
き
た
か
、
現

在
の
課
題
は
何
か
、
ま
た
、

そ
れ
を
基
に
今
後
の
教
育
課

程
や
学
習
指
導
等
に
つ
い
て

何
を
論
じ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
整
理
し
た
。

本
ま
と
め
に
お
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の
整
備
に

お
け
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
も
の
が
、
デ
ジ
タ

ル
学
習
基
盤
の
構
成
要
素
の

１
つ
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
の
強
化
で
あ
る
。

１
人
１
台
端
末
を
円
滑
に

活
用
す
る
た
め
に
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
が
、
学
校
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
つ
な
が
り
に
く
い

原
因
を
特
定
す
る
た
め
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
行
っ
て
不
具
合
の
原
因
を

特
定
す
る
こ
と
、
そ
の
結
果

に
伴
い
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
改
善
を
行
っ
た
り
通
信

契
約
を
見
直
し
た
り
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
た
め
の
予
算

（
国
庫
補
助
）
を
２
０
２
３

年
度
及
び
２４
年
度
補
正
予
算

及
び
２５
年
度
予
算
に
計
上

（
前
述
）
。
ま
た
、
通
信
契

約
の
見
直
し
に
向
け
て
文
部

科
学
大
臣
、
総
務
大
臣
、
デ

ジ
タ
ル
大
臣
の
３
大
臣
連
盟

で
電
気
通
信
事
業
関
連
４
団

体
に
対
し
、
学
校
規
模
等
に

対
応
し
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
を

例
示
し
て
協
力
を
要
請
し

た
。
さ
ら
に
、
文
部
科
学
省

は
デ
ジ
タ
ル
庁
と
と
も
に
、

学
校
が
当
面
の
推
奨
帯
域
を

満
た
す
た
め
の
通
信
サ
ー
ビ

ス
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
を
進
め

る
予
定
だ
。
な
お
各
校
の
通

信
費
に
つ
い
て
は
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
係
る
地
方

財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

２
月
１７
・
１８
日
に
は
文
部

科
学
省
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁

は
、
「
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自
治
体
ピ
ッ
チ
」
を
開
催
。

学
校
向
け
の
広
帯
域
の
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
各
事
業
者
か
ら
行

わ
れ
る
。
な
お
、
１
人
１
台

端
末
環
境
を
前
提
と
し
た
周

辺
機
器
整
備
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
に
つ
い
て
、
そ
の

地
方
財
政
措
置
の
基
と
な
る

「
令
和
７
年
度
以
降
の
次
期

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
方
針
」
は

今
年
度
中
に
、
文
部
科
学
省

に
お
い
て
策
定
す
る
。
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1デジタル学習基盤で学びを深めるデジタル学習基盤で学びを深める
学
校
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

学
校
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

基
本
概
念
や
考
え
方
を
ま
と
め

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

２
０
２
４
年
度
補
正
予
算

２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
大
規
模
予
算

Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
を
支
援
す
る

（１） ２０２５年（令和７年）１月１日（水曜日）
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